
１．はじめに

2014年２月８日から９日，そして２月14日から16日

にかけて，急速に発達する南岸低気圧の接近に伴って

関東甲信地方を中心に大雪となった．特に後者の事例

では観測史上の最深積雪を大きく上回る積雪が観測さ

れ，記録的な大雪となった．このため，山梨県全域が

一時陸の孤島になり，交通障害や通常積雪のほとんど

ない地域でアーケード等の損壊，人身被害が多く発生

した．これらの事例の概要については荒木（2014）で

報告されている．

南岸低気圧に伴う関東甲信地方での降雪は決して珍

しくなく，古くは山本（1984）が関東平野での降水種

別と南岸低気圧の進路，駿河湾付近から南東にのびる

収束線（いわゆる沿岸前線）の影響について報告して

いる．また，関東平野では，降雪前には大気下層に乾

燥した下層滞留寒気が存在することで，降水粒子の蒸

発により地上気温が急低下し，降水種別が雪となると

報告されている（冨山 2001）．気象庁予報部（2013）

は2013年１月14日の関東地方大雪事例について数値モ

デルの結果から大気下層の気温低下をもたらす要因に

ついて物理過程毎に調査し，降雪粒子の融解や降水粒

子の蒸発・昇華の潜熱吸収による冷却，寒気移流など

が寄与していたことを明らかにした．一方，大雪をも

たらす総観規模擾乱である南岸低気圧については，そ

の発達過程・構造の報告（Takano2002）や，冬季以

外の温帯低気圧の雲物理構造の報告（Murakami et
 

al. 1992）はあるが，南岸低気圧に伴って関東甲信地

方に大雪をもたらす降雪雲の詳細な雲物理構造は未知

である．雪氷災害の観点でも北海道や北陸地方を中心

とした雪崩のメカニズム解明や予測は進んでいるが，

関東甲信地方を対象にした研究は多くはない．

2014年２月の特に後者の事例では顕著な大雪になっ

たが，それはなぜなのか，大循環場，南岸低気圧，メ

ソスケールの降水・降雪系や環境場，降雪粒子にはど

のような特徴があり，どのような特性の積雪になった

のか，何が大雪につながる要因として重要なのか，そ

してそれらは予測可能なのか．これらの課題につい

て，調査結果を一堂に集め，全体的な共通認識を持つ

ための議論をする場として，日本気象学会2014年度秋

季大会でスペシャル・セッション「南岸低気圧による

大雪：その要因，実態，予測可能性」を開催したの

で，その概要を報告する．

本セッションには，合計21件の講演発表のエント

リーがあった．その内容は多岐に渡り，気象学の研究

者以外にも気象予報士会や民間気象会社，雪氷学の研

究者も多く参加した．また，本セッション冒頭では，

講演者から提供された素材をもとに製作されたオープ

ニングムービー（http://youtu.be/eCC3QgjRV6A）

の放映という，おそらく気象学会では初の試みがなさ

れるなど，特色あるセッションであった．

本報告では，第２章で各発表の概要，第３章で総合

討論の概要を記し，本セッションを踏まえた上で南岸

低気圧による大雪研究の将来展望について述べる．
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２．研究発表

2.1 2014年２月14～15日南岸低気圧時の降水の推

移

中井専人（防災科研雪氷防災研究センター)

南岸低気圧の通過によってもたらされた2014年２月

14～15日の関東地方から東北地方にかけての大雪につ

いて，気象庁全国合成レーダーの降水強度と地上気象

観測結果を時系列的に解析し，その特徴を考察した．

地上気温場は降水時には甲信地方で０℃以下の状況が

持続したのに対し，関東平野では０℃以下から０℃以

上にまで上昇した．これらは両地域で発生した雪氷災

害の特性に大きな影響を与えていたと考えられる．

2.2 2014年２月関東甲信地方の大雪における詳細

降雪分布の解析

荒木健太郎・村上正隆（気象研究所)

2014年２月８～９日(事例A)と14～15日(事例B)

について，詳細な降雪分布とメソスケールの環境場の

解析を行った．まず気象庁，国土交通省，自治体，消

防，民間会社などの積雪深観測値を収集し，毎時観測

値がある地点のデータを使用して前１時間積雪深差を

前１時間降雪量として解析を行った．その結果，両事

例で伊豆半島北部の山地の風上（南～南東）斜面から

甲府盆地，東京西部などにかけて総降雪量が大きく，

事例Bでは関東北部の山地でも総降雪量が多かった

（第１図）．この地域特性は地形の影響を受けているも

のと思われる．関東甲信地方の南海上で形成された沿

岸前線面で上昇した高度２km付近での水蒸気フラッ

クスが降雪雲と対応がよく，その供給時間・量が総降

雪量に影響を及ぼしていると考えられる．

2.3 2014年２月８日と14～15日の大雪の発生要因

と過去事例との比較

加藤輝之（気象研究所)

2014年２月の大雪の発生環境場について，過去の大

雪事例（1969年３月上旬，1984年１月下旬）との比較

も交えて気象庁長期再解析データ JRA-55の高解像度

版（水平解像度0.5度）を用いて調査をした．2014年

１～２月における高度500mの気温をみると，関東地

方平野部では南岸低気圧通過前には０℃以下に下が

り，この下層寒気の源泉と思われるロシア沿海地方平

野部では低気圧が関東沖を通過する約３日前に気温が

極小となっていた．この下層寒気吹き出しが関東の低

温や南岸低気圧発生に寄与していると思われる．2014

年２月上旬では，大陸からの下層寒気吹き出しが日本

列島の南で気温の南北勾配の大きい収束帯を形成して

いた．その結果，順圧不安定で発生した渦に傾圧不安

定も加わって低気圧として発達しやすい環境場を作り

出し，このような状況は過去の大雪事例でも類似して

いた．

2.4 2014年２月14～16日の関東甲信地方に大雪を

もたらした大気場の３次元構造の特徴

本田明治（新潟大学)

山崎 哲・吉田 聡

（海洋研究開発機構)

藤田 彬・木村祐輔・

岩本勉之（新潟大学)

2014年２月14～16日の関

東甲信大雪事例について，

WRF（Weather Research

& Forecasting Model）に

よる数値実験結果などから

気象場の解析を行った．関

東地方の降雪の背景場であ

る下層の低温は，数日前に

日本の南岸を通過した低気

圧がオホーツク海で発達し

たことにより，北日本を覆

う寒気を伴った高気圧が形

成され，そこからの寒気移
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第１図 (a)2014年２月７日21時～９日06時（以下，日本時間），(b)14日03時
～15日12時の総降雪量分布．丸は観測地点の位置を表す．
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